
在宅取組型    夏休み中 

          岐阜地区家庭教育学級応援通信 平成２9 年９月２８日発行 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家庭教育推進専門職：後藤  
（℡058-272-8752）  

 「話そう！語ろう！わが家の約束」運動のねらいは、約束や宣言をすることをきっかけとして、家族で
の会話（コミュニケーション）や活動を充実することです。そして、愛情による絆で結ばれた家族とのふ
れあいを通して、健やかな成長に喜びを実感できるようにすることです。 
 第２弾として、１学期及び夏休みに実践をされた４校の実践を紹介します。 
①「ノーテレビ・ノーゲームデー」梅原小学校  ②「Let’s  cooking」｢めざせ 家庭学習名人｣ 中小学校(瑞穂市)  
③「わが家の約束宣言」      那加第一小学校   ④「話そう！語ろう！わが家の約束」いわ桜小学校 

－１－ 

 ノーテレビ・ノーゲームデーの取組を家庭で話し合

うことで、家庭生活・家庭のルールを見直し、親子の

時間を大事にし、家庭学習の時間を有効に活用する。 

 

①夏休み中のお好きな１日（平日でも休日でもＯＫ。 
 家族みんなで取り組める日にしましょう！） 
②チャレンジするコースを決めてからチャレンジ 
 ひよこ（食事時）、うさぎ（２時間）、くま（１日） 
③チャレンジカードに記入して、９／１提出 

運営者の願い・目的 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

朝、兄妹で、見るテレビ番

組を決めて、ゲームと合わ

せて２時間以内にしまし

た。空いた時間には、読み

かけの本を読んだりしまし

た。 

 この取組は、今年はじめてやってみようと母親委員

で決定し、４月のＰＴＡ総会で案内。７月の懇談会で

は、担任からも話す等したことで、全員・全家庭が楽

しんでやってもらえたと委員の皆さん笑顔でした。 

 取組結果は、通信 

で配信。３つのコー 

スが同じ位でした。 

くまコースは、起床 

から就寝までスマホ 

やタブレットも無し。 

親も使ってはいけな 

いので、苦しくもあり新鮮でもあったとのこと。 

 子どもが自分から「今日はゲームをしない」と言い

出したり、父親が協力的で父子で話し合って決めた

り、兄弟でトランプを楽しんだりしたそうです。 

 多くの家庭が工夫して、テレビやゲームに頼らない

親子のコミュニケーションや家族の時間の使い方を

創造するよい機会となりました。 

【ひよこ】 子：食事中にテレビを消したので、いつも

よりみんなと話すことができました。 

親：いつもテレビを見ながら食事をしていたので、家族

の話がしっかり聞けました。早く食べ終えました。 

 
【うさぎ】 子：みんなで遊べてよかったです。テ

レビを見るのを少しにしたいです。 

親：ビデオを見たりゲームをしたりせず頑張りまし 

た。時間を決めてテレビ無しの時間を作っていきたい。  

時間を決めてテレビ無しの時間を作っていきたい。  

【くま】 子：お母さんと一緒に遊んだり、宿題をしたりして、

テレビを見ないでも１日を楽しく過ごせました。 

親：ついうっかり携帯で調べ物をしようとしたり、天気のチェッ

クをしようとしたり、スマホに依存していることにびっくり。 

 
【くま】 子：ぼくはゲームが好きだけど、この日は家族でつりに

行きました。ゲームも好きだけど、つりも楽しかったです。 

親：朝早くから少し遠出をして釣りに行きました。天気もよく外で子

供達と楽しい時間が過ごせました。こうした時間を作っていきたい。 

 



在宅取組型①  夏休み中 

 

 

    

 

 

 

  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏の旬の野菜には何があるか調べ、どんな料理を作

るか親子でコミュニケーションをとり、協力して料理

に挑戦することで“食”への関心を高めてほしい。 

①５月なかよし遠足で「おにぎり作りにチャレンジ」 
②７月給食試食会  ③７月栄養士さんのお話 
④８月「親子でアイシングクッキー作り」講座 
⑤夏休み「Let’s  cooking ～旬の野菜を使った料理に挑戦～」 
⑥９月「Let’s  cooking」カードを宝物展と同時に掲示 
 
 
 

運営者の願い・目的 

 中小学校の家庭教育学級は、第１回～第６回（上記掲載）まで、

“食”にかかわるものとなっています。（第７回は、サッカー教室） 

 「おにぎり作りにチャレンジ」では、具を何にするか、どんな

形にするか等、子どもと一緒に考え、子ども自身ができることを

決めてチャレンジすることを大切にしています。具は、唐揚げ・

鮭・カレー・ゆで玉子等が人気とのこと。形は、丸・三角・俵・

細長キャンデー型があったそうです。 

 夏休みは、「Let’s  cooking」。旬の野菜を調べ、どんな料理

にするのか、家族でのコミュニケーションを大切にして決定しま

す。料理作りも家族そろって挑戦しています。１年生では、夏野

菜のシチュー。包丁の使い方を教えつつ作成。父親の「おいしい」

にやる気を高めたそうです。５年生では、嫌いな茄子を自分で調

理することで食べてほしいとマーボー茄子に挑戦したそうです。 

他に、残っている野菜と手羽先のカレー、夏野菜ピザ、ピーマン

コロッケ、夏野菜の和食作りに挑戦した家庭もありました。 

 どの家庭も親子・家族での楽しい会話やおいしい料理で笑顔が

広がりました。“食”は、家族の絆と幸せを実感できます。 

 

  

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

－２－ 

父母兄妹で一緒に、青のり・塩・
ガーリック・コンソメ味に挑戦。 
スライスしたものを父親が揚げて

くれて、味付けをしたそうです。 

 もう一つの取組は、年間を通して行う「めざせ 

家庭学習名人！」です。 

 毎月第１週の７日間、３つのきまり【①テレビを

消して ②決めた場所で ③決めた時間に】を守っ

て、子どもが主体的にやり切れるように“家庭学習

強調週間”として応援するものです。 

 

   『お家の人から』のメーッセージ 

◇ひらがなカードは、私が声を掛けなくても、進ん
で取り組めました。 

◇自分からできる日が増えました。 
◇めあてを確かめて、大きな声で音読できたね。 
◇テレビを見ず、全部やりきれてよかったね。 
◇３つの約束を守れています。自主的に取り組めて
いるので、この調子でがんばってください。 

 

子どもが決めた学びの約束について、子どもの頑

張りの事実を認める言葉が多く、子どもの主体的な

学びや習慣化を促しています。 

 

出来上がりは最高！パ
リパリして、とても美味
しかったそうです。 

在宅取組型②  毎月第１週の７日間 

リビング 6:30～ 



在宅取組型  夏休み中の７日間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①親子で話し合って約束を決める 

テーマ「幸せと笑顔の家庭教育」 

例・親子で顔を見てあいさつをする 

 ・親子でありがとうの気持ちを言葉で伝える 

 ・大好きのしるしに親子でハグをする 

 

「幸せと笑顔の家庭教育」をテーマにした「わが家の

約束」を設定し、家族で取り組むことを通して、家族で

の会話やコミュニケーションを充実させ、家庭が心の居

場所であると実感できるようにする。 

 

運営者の願い・目的 

『みんなに笑顔であいさつをする』  

子：お父さんとお母さんが笑顔で「おはよう」と言っ

ていたので、弟も私もまねして「おはよう」と言っ

てみたら気持ちよかったです。 

親：笑顔であいさつをすると気持ちがいいね！ ねむ

い目をこすりながら笑顔がかわいかったよ。 

これからも続けていこうね！！ 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

 案内文書では、カードの横に上記のように目的や進め

方を記す工夫がされています。はじめての取組のため、

夏休み前の懇談会で、案内文書をもとに、委員さん等が

説明をされました。 

－３－ 

②夏休み中の７日間を設定し実践する 

・毎日できたかどうかを振り返って、子どもを褒めた

り励ましたりして、子どもの成長を応援しましょう。 

 

③実践後、家族で思いを話し合い、お互いにメッセー

ジを送り合う 

・頑張ったこと、できたこと、良かったこと、うれし

かったことなど、お互いに思いを伝え合いましょう。 

 

『心をこめて「ありがとう」を言おう』  

子：いつもお母さんに忘れずに言いました。「ありがとう」を

言われたり言ったりすると、うれしい気持ちになりました。 

親：約束を決めてから、家の中で「ありがとう」が増えまし

たね。そして、家族の笑顔が増えました。「ありがとう」は

みんながうれしい気持ちになるすてきな言葉だね。これか

らも続けていこうね。  

『おはようとおやすみのあいさつは、 

ハグをしてすること！！！』  

子：ママと毎日ハグができてうれしかった。つづけた

いです。 

親：毎日、顔を見てするだけのあいさつよりも、ハグ

をすると、１日の始まりと終わりがうれしい気持ち

になったね。これからも、毎日続けましょう。 

 

『かんぱいの音頭をだれか必ず取る』  

子：いつもお仕事おつかれさま。つかれて帰ってくるから笑

顔で「おかえり」としか言えないけど、せめて、食事の始

まりをかんぱいの音頭で楽しもうね。 

親：いつも笑顔の「おかえり」をありがとう。家族でそろっ

て食事をとって、１日の頑張りに「かんぱい！」をするこ

とはとても幸せなことだね。巣立つ迄皆で食事しようね！ 

 

 取材当日は、各教室で夏休みの宝物展を開催中。それに合わせて、このわが家の約束宣言の実践カードを

教室背面の個人フォルダに掲示し、多くの親子に見てもらいました。それぞれの頑張りを認めるキラキラシ

ールは、委員１２名が一枚一枚に貼られたとのことでした。 

実践カードを見ながら委員みんなが笑顔になったそうです。この取組に多くのよさを実感したからです。 

○「わが家の」としたので、その家庭ならではのよさが発揮された。 

○「顔を見て、目を見て、笑顔で、」と宣言することで、心を込めてできるようになり、あったかくなった。 

○「良い所を褒め合う、その日の出来事を伝え合う」ために親子・家族の会話が増えた。 

○「楽しかった」「これからも続けようね」とお互いにメッセージを送り合うことができた。 

 この「わが家の約束宣言」を通して、多くの家庭が“幸せと笑顔の家庭”の一員である誇りや自信を得、 

今後も家族の会話やコミュニケーションを大切にしていこうと心を新たにされました。 

  



在宅取組型  夏休み中の７日間 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わが子と向き合う時間の多い夏休みにおいて、子ども

たちの自己肯定感をもった生活と家庭内のコミュニケ

ーションの深まりを目指して実施する。 

 

(１)取組の手順 

 ①家族で話し合って「わが家の約束」を決定する。 

 ②取組をカードに記録する。 

 ③実践後、家族で互いの思いを伝え合う。 

 ④次の約束（実践）を話し合う。 

(２)取り組む人 

 子ども：家族で話し合って決めた「約束」を意識して取り組む 

 保護者：子どもをほめたり励ましたりして子どもの成長を応援する 

(３)約束の内容（例） 

・低学年は、自分の身の回りのことができるような約束 

 「一日３回歯磨きをする」「宿題を一日１時間以上する」 

・高学年は、周りの人や物との関わりを意識できるような約束 

 「一日５人以上に大きな声で挨拶する」「夕食の片付けを手伝う」 

運営者の願い・目的 

 昨年に引き続いての実施です。今年は、実施日を土日

やお盆とし、家族そろって取り組みやすいようにしてい

ます。また、７月の懇談会で、依頼文書とカードを配布

し、説明もしています。 

 こうした事前の配慮と、この活動のよさを体感された

ことで、１００％の実施・提出となりました。 

 

「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の進め方 

－４－ 

『きょうのできごとをかぞくとはなす』 

子：いろいろはなせました。うれしかったです。 

親：１週間のできごとをたくさんはなせました

ね。これからもはなそうね。 

 『おねがいされたお手伝いは必ずやる』 
子：いつもお母さんは大変だなと思いました。 
親：頼んだことは、一生懸命やってくれまし

た。これからも手伝ってね。 

      『家族でそろって、夜ご飯を食べる』 

子：毎日しっかり皆でご飯を食べれてよかった。これからも続けたい。 

親：みんながそろう日は、みんなでご飯を食べて、いろいろな話ができ

るといいね。続けようね。 

 
         『せんたく物をたたむ』     

子：もっといろんな事を手伝う。ママが困っていたら、約束が無くて

もお手伝いをする。 

親：夏休みは本当に色々なお手伝いをしてもらい本当に助かりまし

た。味噌汁もカレーもとっても美味しかったです。ありがとう。 

 『あいさつを元気よくする』の実践では、

「元気よく挨拶すると気持ちがいいので、

これからも続けます。」と子どもは家族との

あいさつに心地よさを実感しています。親

も「あなたが一番元気のいい挨拶ができま

した。まねしたいです。」と子どもを認めて

います。“この家族の一員でよかった”“あ

なたが居てくれてよかった”という自己肯

定感を高める関わり合いが素敵です。 
 
終了後に配布された実践結果のお知らせ

では、各ご家庭での「心温まる多くの話し

合いやふれあい」「その週の出来事を語り合

う」「全員で夕飯をとる」取組を讃えていま

す。今後も、子どもとの向き合い方を考え

るきっかけとしつつ、新たなふれあいの充

実を呼び掛けています。これも素敵です。 

 

 


